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さい。本行動規範で取り上げられてい
る個別の問題について、自身の責任に
ついて不明な場合は、上司や管理職社
員、人事部門、法務部門など、それぞ
れのコンプライアンス担当部署や倫理
オフィスに相談し、自身の立場を明確
にしてください。

フロイデンベルグ・グループは事業を
展開している様々な地域で社会的要求
や課題に直面しており、多様性や環
境・規則の変化とともに、社員の行動
規範の明確化の重要性も増してきてい
ます。 

フロイデンベルグのガイディング・
プリンシパルとビジネス・プリンシ
パルは、法律や規則の遵守、公正の
精神育成、文化の違いの尊重、社会
的責任などの他に、環境を守り社員
の幸福を実現することを目的として
います。この2つの理念は、フロイデ
ンベルグ・グループで深く浸透して
いることを明文化しており、信任や
信頼の風土、チームワークやイノベ
ーション、顧客重視や長期的な視点
での事業の成功という総合的な方針
を明らかにしています。行動規範
は、ガイディング・プリンシパルと
ビジネス・プリンシパルの考え方に
基づいて作成されています。

フロイデンベルグでは、世界中の事業
運営で高い倫理感に強くコミットする
ことに誇りもって取り組んでいます。
社員の真摯な姿勢と法令遵守の行動
は、社会一般への、また顧客や取引
先、その他利害関係者への信頼維持の
ための鍵となります。フロイデンベル
グでは業績だけが成功を測る物差しで
はなく、企業価値を高めるものとのバ
ランスが重要だと考えています。フロ

イデンベルグ・グループの全てのグル
ープ内で模範となるべき経営幹部や一
般社員は真摯で倫理的な行動をとる必
要があります。

本行動規範は、職位を問わず、事業運
営や行動に関して何が求められている
かを明確にしたものです。社員個人の
私生活に関与するためのものではな
く、事業活動における社員の期待され
る個人個人の行動について包括的なガ
イドラインを示すためのものです。法
遵守と責任ある行動がすべての社員の
基本的な姿勢となります。本行動規範
はすべての社員が倫理的問題や法的問
題を適切に対処できるように、また慎
重に扱うべき内容についての支援を支
援することを目的にしており、また、
フロイデンベルグ・グループ内でのス
タンダードのための包括的なガイドラ
インでもあります。本行動規範は、各
ビジネスグループ内やコーポレート部
門、または各地のコーポレートセンタ
ーで策定されている会社方針、手続
き、指針文書によって補完されます。
場合によっては、補完する規則の方が
本行動規範より厳しいことがあります
が、その場合は厳格に規定してある方
に従うものとします。行動規範につい
て、各管理者の責任範囲内で適切なコ
ミュニケーションを行うことは各管理
者の責任となります。同様に、社員は
方針を理解するためにアクセス可能な
リソースを活用するよう努力してくだ

A. 概要
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b.  法令遵守： 
定義とサポート窓口

コーポレート・プリンシパルや本行動
規範に対して質問やアドバイスが必要
な場合、または身近の違反に気がつい
た場合は様々なサポート窓口が利用可
能です。

•  まずは直属の上司に相談してくだ
さい。

•  上司や管理職社員が疑われている
違反に関与している可能性があ
り、他の誰かに相談したい場合は
以下の窓口に相談してください。
-  他の管理職社員
-  人事部門、適格な就業者代表者
機関（労働評議会）

-  各ビジネスグループのコンプラ
イアンス担当部署や地域コーポ
レートセンターの倫理オフィス

 

本行動規範とその内容について、全社
員に周知徹底することはフロイデンベ
ルSEと各ビジネスグループの経営陣の
責任です。各経営陣は、それぞれの責
任範囲内でコンプライアンスを徹底す
るため、適切なあらゆる措置をとり、
コンプライアンス関連事項についての
意識や認識を高めるように活動を監視
することになっています。 

個人として、社員も本行動規範および
その他のコーポレート・プリンシパル
を遵守するという責任があります。本
行動規範について、「コーポレート・
プリンシパル」という言葉には、特定
の管轄区域での当社の事業活動に関す

る法律だけでなく、任意に適用されて
いる地域的または国際的な規則や指針
を含みます。また、ビジネス・プリン
シパル、本行動規範やフロイデンベル
グの各ビジネスグループや各地域のコ
ーポレート機能のあるフロイデンベル
グ地域コーポレートセンター(FRCC)
にて策定した合理的な補足規則、手続
き、手引き書やマニュアルを含みま
す。各社員は本行動規範やコーポレー
ト・プリンシパルに定められている基
準に照らし合わせて自分の行動を鑑み
る必要があります。本行動規範や法的
責任を遵守しないことは許されないこ
とであり、状況によっては解雇を含む
懲戒処分につながる場合があります。

Dr. Mohsen Sohi

Freudenberg Group 
ドイツ 従業員代表委員会

Bernd Egner

Freudenberg 欧州従業員代表委員会

Bernd Schneider

Dr. Ralf Krieger

Dr. Tilman Krauch

Freudenberg SE
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1.  環境安全衛生（HSe） 
労働の根本原則

フロイデンベルグは安全な職場環境を
提供し、職場の環境安全衛生保護の規
則を遵守することを約束します。フロ
イデンベル・グループの「We all take 
care」やその他の対策は、社員に安全
な職場環境を提供するための重要な取
り組みです。社員は、自分自身はもち
ろん、同僚やビジネスパートナーの健
康と安全にも責任があると考えてくだ
さい。よって、社員一人ひとりが職場
の安全規程を遵守し、従うことが重
要で、そうすることで安全な就業慣
行を促進し、関係するすべての人々
の健康のリスクを最小限にすること
ができます。

私たちは、可能な限り環境を保護する
よう事業活動をする責任を負っていま
す。当社の生産工程、製品、サービス
に必要な天然資源を使用するときは、
環境を破壊しないよう十分注意しなけ
ればなりません。やむを得ず発生し、
リサイクル処理できない残留物質は、
責任をもって適切に処分します。環境

保護は、フロイデンベルグの事業活動
において非常に重要な位置づけです。
最適化されて業務プロセスを通じて、
資源消費量を削減することが私たちの
目標です。

フロイデンベルグは、ビジネス・プリ
ンシパルやコーポレート・プリンシパ
ルによって、国連グローバルコンパク
トに基づく世界的に認められている人
権や基本的自由を守ります。私たちは
人々に害を与えることを目的とした製
品（例；武器など）の製造や販売は行
いません。

私たちは、児童就労など、どのような
強制労働も認めません。

私たちは労働組合と彼らの基本的な権
利を尊重します。また、私たちは、社
員によって民主的に選ばれた労働評議
会が存在する場合、それを尊重し、社
員の代表者と積極的に協力するよう努
めます。
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フロイデンベルグ・グループはオープ
ンコミュニケーションとチームワーク
を推進しています。社員同士は互いに
敬意をもって接してください。 

機会均等/差別禁止

フロイデンベルグ・グループの社員は
社会性、言語、文化、そしてライフス
タイルの点で多様性を持っています。
私たちは、企業文化や企業力の強化の
ため、国境やビジネスグループの枠を
越えて協力して働けるような多文化環
境を推進し、また、敬意を払うことや
新しい考え方を受け入れるための必要
要件として多様性を後押ししていま

す。私たちは。特に人種、宗教、性的
指向、国籍、家柄、労働組合活動、年
齢、性別、身体障害に関連して、差別
発言したり個人攻撃したりすることを
容認しません。弱者や障害者に対する
差別や搾取はあってはならないこと
です。 

職場での暴力やハラスメント

職場での暴力は容認されません。暴力
には、直接的または間接的な脅迫や脅
迫行為、脅し、物理的な攻撃、ハラス
メント、あらゆるストーカー行為が含
まれます。 

2. ともに働くということ 3.  会社資産と機密情報

フロイデンベルグの資産は守られる必
要があり、それらの資産には、物的な
資産だけでなく、機密情報、ノウハウ
（処方など）、特許、商標、著作権、
ブランド、会社名、製品名やロゴが含
まれます。社員は適正な業務目的の場
合のみ会社の資産を使用し、損害や不
正使用から資産を守る義務がありま
す。フロイデンベルグの資産の違法使
用や不正使用、横領や悪用はいかなる
状況下でも禁止されています。

無形固定資産、具体的には、非公開の
ビジネス関連情報や営業上の極秘事項
など、機密事項として扱う必要があり
ます。そのような情報を扱うことがで
きる社員は、社内外を問わず、それら
の情報について権限のない者を利用可
能にしたりアクセスできるようにした
りしてはいけません。

公開されている他社の情報を収集する
ことは問題あリませんが、他社情報入
手のために不正な方法や倫理に反する
ような、または問題があるような方法
を用いることは認められません。フロ
イデンベルグは頻繁に他社と取引関係
になり、それらの会社は秘密事項や占
有情報を当社に開示することがありま
すが、有効な秘密保持契約が締結され
るまではそれらの情報を受け取らない
ようにしてください。社員がその性格
上機密情報となりうる他社情報を入手
した場合、その社員は経営陣やコーポ
レート部門の法務やコンプライアン
ス、倫理オフィスに相談し、必要があ
れば、その情報の使用についてどのよ
うな制約があるのか確認してくだ
さい。 
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ハードウエア、ソフトウエア、またそ
れらによって処理・保存される情報を
含む情報技術（IT）はフロイデンベル
グの業務に必要不可欠です。それらは
会社の資産であり、原則として業務目
的のためのみに使用されます。フロイ
デンベルグのITシステムへのアクセス
権を持つ者は（一時的なアクセス権を
持つ者を含む）、適切にシステムを使
用する必要があり、同時にフロイデン
ベルグや各ビジネスグループの既存の
セキュリティ規則に則る必要があり
ます。

ソーシャルメディアの利用と普及によ
り、それが限られた範囲であっても、

会社資産を保護し、風評被害を避ける
ための基本方針に反する行為をしては
なりません。

Eメールアカウント使用時は、同僚や
外部取引先に敬意を示すことが求めら
れます。会社に重大な悪影響をもたら
したり、その原因になったりしないよ
う常に努力し注意することが求められ
ます。

4.  ソフトウエア、eメール、ソーシ
ャルメディア、インターネット

5.  文書管理とデータ保護

フロイデンベルグのグループ会社の
財務諸表、帳簿、記録、計算書類は
会社の資産でもあります。これらの
書類はすべて正確であり、法的また
は税務的な要件やフロイデンベルグ
の会計基準を満たしていなければな
りません。全ての会社の記録は重要
な会社の資産となります。それら書
類の作成、使用、維持、安全な保
管、そして適切な場所での安全な方
法での廃棄は社員の責任です。

雇用者として、フロイデンベルグ
は、パスポートや運転免許証などの
個人情報や、職歴や学歴、健康や治
療に関する情報、または銀行や金融
機関の口座情報を社員、他の個人ま
たは関連する個人が特定できるデー
タとして扱うことがあります。これ
らの情報やその他の同様なデータは
個人情報とみなされます。フロイデ
ンベルグとその社員は、会社の機密
情報と同様にこれらの情報の重要性
を認識し、保護する必要がありま
す。個人情報保護の法規則は国によ
り異なります。フロイデンベルグ・
グループは事業展開している国や地
域で施行されているそれらの法律を
遵守します。
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私たちは社員に極めて高い倫理感を求
めます。既存の、または将来のサプラ
イヤー、顧客、クライアントまたは競
合先と取引を行う場合は、個人的利益
を除外し、会社利益を最優先に考えて
行動する必要があります。また、個人
の利益とフロイデンベルグ・グループ
の利益は明確に区分する必要がありま
す。それ故に、社員と会社の利害の対
立を起こしたり、導いたり、またはそ
の状況を作り出したりするものはすべ
て避けなければなりません。例えば、
次のような状況は利益相反になる可能
性があります。

•  フロイデンベルグに帰属するが、個
人の利益や便宜のために悪用したり
流用したりすることできるビジネ
ス・チャンス。

•  自分の責任を遂行することに影響を
おぼす、またはそのように見えるよ
うな、既存または将来の取引先や競
合先との関係。

•  フロイデンベルグの製品やサービス
と類似のもの、または競合するもの
の売買。

•  個人の利益のために会社の立場の悪
用や会社資産の不正使用。

•  会社に代わって、親族と、または同
僚や親族が所有する会社と取り決め
を行うこと。

•  就業時間中に、将来的にフロイデン
ベルグと競合するような副業を行っ
たりその準備したりすること。

•  フロイデンベルグに不利益な方法
で、フロイデンベルグ・グループ
や取引先の機密情報や占有情報を
個人的な利益の目的で利用するこ
と。例えば、上場会社の株価に影
響するような情報を個人的な株式
投資に利用してはならない（イン
サイダー取引）。

もしあなたの行動が利害の対立につな
がるかどうか分かりにくい場合は、上
司（もしくは、コンプライアンスのペ
ージに記されている窓口）に可能性の
ある対立状況を早急に報告し、適切な
指導を仰いでください。

6. 利益相反
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フロイデンベルグ・グループは、政党
や選挙候補者または官僚の政治活動や
選挙運動に関与しません。この原則に
基き、政党や政治組織、選挙候補者、
官僚、または彼らの代理人に対して資
金援助や寄付金を行いません。

フロイデンベルグの立場としては、政
治的に中立を維持しますが、社員が政
治的行事に参加したり、社会奉仕行事

への参加、慈善活動や似たような非営
利活動に参加したりする権利を侵害す
るものではありません。ただし、その
ような活動は、一市民として法的に許
される方法で参加するものとし、就業
時間中に行ったり会社リソースを利用
したりするものではありません。

7. 政治活動

8.  薬物、アルコール、武器

社内または就業時間内における武器や
違法薬物の使用、販売、所持は固く禁
じられており、懲戒処分の対象になり
ます。会社内での飲酒は、決められた
接待の場や会社が許可した行事の場合
以外は禁じられています。飲酒や違法

薬物を摂取した状態（違法に入手した
薬物や処方薬の不適切な使用を含む）
での出社や勤務は認められません。社
外での業務中も、法律を厳密に遵守す
る必要があります。

フロイデンベルグに関する外部発表
や情報開示は許可されたものものの
みが行うことができます。マスコミ
や社外からの問い合わせは経営陣、
または問い合わせへの対応が認めら
れたものが対応しなめければなりま

せん。この原則はその他のメディア
媒体（SNSや同様のコミュニケーショ
ン手段）においても、フロイデンベ
ルグとその事業活動に関する情報公
開の際にも適用されます。

9. 外部発表 
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10. 反トラストと競合

フロイデンベルグはすべての管理職と
社員に、市場の自由競争を不当に制限
したり、それらが機能することを妨げ
ないための反トラストや関連する法律
に従うようお願いしています。フロイ
デンベルグは顧客や他の取引先を排斥
するように示し合わせたり、非公式な
合意を締結したりしませんし、販売価
格の操作、談合、競合他社との顧客や
マーケットの割り当てなど一切許さな
いという方針です。

フロイデンベルグの社員は以下に関す
る情報について競業他社と話をした
り、情報交換したりすることはできま
せん。

•  製品価格、価格変更、価格差、利
幅、原価、値上げ、割引、値引き
など。

•  業界の価格政策や慣習、価格帯や
価格変更、価格差など。

•  製品の価格やマーケティングの
計画。

•  入札や見積提案書に関する価格や
製品構成を含む当事者として回答
すべき入札や見積提案書。

•  生産キャパシティや将来の計画に
関する情報。

•  開発中の製品やその他重要事業
戦略。

•  占有地域、顧客または市場の割り
当てなど。

•  顧客スペックや重要取引の情報。

競業他社との適切な接触方法や連絡方
法について疑問がある場合は、すぐに
上司やコーポレート部門の法務担当者
に相談してください。反トラストに関
して、その妥当性について疑問がある
ような状況や会話があった場合、速や
かにそのような状況から距離を置き、
問題を上司やコンプイライアンス担当
部署、倫理オフィスに報告・相談して
ください。 
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11.  汚職防止：贈答品や接待

フロイデンベルグは法律や規則に従
い、他社との取引において誠実であり
高い透明性を維持しています。フロイ
デンベルグでは、業務遂行上、詐欺行
為、賄賂の授受、リベート、その他の
汚職に関与することは固く禁じられて
います。

いかなる社員もその他業務従事者も、
直接・間接を問わず、政府関係者や国
際機関職員に対して金銭や贈答品を提
供してはならず、そのような不正に関
与してはいけません。政府職員や類似
機関の職員に対する金銭の支払いの可
能性がある場合は、いかなる資金も仲
介者に提供したり、提供を認めたりし
てはいけません。

業務上、接待を受ける側として招待さ
れることや提供する側として食事に招
待することは、対応する法律や慣習か
ら問題なく、業務上必要と認められる
場合があります。しかしながら、過度
な場合や不適切な贈答品や接待は社会
通念に反したり、時には違法となった
りする場合や個人またはフロイデンベ
ルグのビジネス上の評判に傷をつける
ことになりかねません。フロイデンベ
ルグは現在の、または将来の取引顧
客、サプライヤーとの高額でない贈答

や接待について次のようなガイドライ
ンをもっています。
•  ギフトは高額でないものに限ります

（各地域のコーポレートセンターや
倫理担当に確認ください）。・例え
ば、毎年のフロイデンベルグ・カレ
ンダーやワインの配布は原則問題あ
りません。

•  贈答品に現金や現金同等物（商品券
など）を同封してはならない。

•  贈答品、食事、接待は、正当なビジ
ネス上の関係やお祝い事の一部と考
えます。

•  贈答品、食事、接待は、責任のある
当事者に実際に影響を与えたり、影
響を与えていると解釈されたりして
はならない。

•  贈答品、食事、接待の授受は、法に
違反せず、一般に受け入れられてい
る社会通念を覆すものではない

•  贈答品、食事、接待の授受は、会社
にとって懸念材料や問題の原因にな
ってはいけません。

疑問点がある場合は、上司や倫理、コ
ンプライアンス担当者、法務部門に問
い合わせください。これらの制限事項
は、顧客、サプライヤーまたは競合先
があなたやあなたの家族、友人に対し
て行うことも同様に適用されます。 

他社が倫理的・妥当な行為に当たるか
どうかに関わらず、フロイデンベルグ
はこの方針を当てはめて考えます。し
かしながら、他の国では文化的な理由
により例外も認められると考える方も
いると思います。それがこのようなケ
ースである場合、管理者、上司、また
はそれぞれの倫理またはコンプライア
ンス担当者に書面で確認願います。
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12.  外国貿易法：輸出管理

貿易の制限を受けること（例えば、デ
ュアルユース品（民生用軍事用に使用
できる汎用品）、米国輸出管理法な
ど）や国、政府、企業や個人に対する
貿易禁止は、外国貿易法では特別なこ
とではありません。制限や禁止は、販
売、輸出入、電子取引、情報の提供や
開示、ソフトウエア、汎用品、技術、
サービスや送金を対象とし、それら法
律を遵守しない場合は懲役や罰金を含
む厳しいペナルティが課せられます。
それだけではなく、輸出権や今後の事
業機会をなくし、さらには評判を落と

すことになります。現行の制限や禁止
の範囲は頻繁に変更されるので、定常
的に確認する必要があります。輸出入
関係者（例えば、購買、販売、R&D、
サプライチェーンなど）は、コンプラ
イアンス上問題のないよう関連手続き
に関して有効で必要なルールを最新の
ものにしておく必要があります。質問
や問い合わせは、それぞれのビジネ
スグループの担当者、または各地の
コーポレートセンターやF&Coの企業
税金担当や税関担当に問い合わせく
ださい。
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